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《三部作：「大條家ゆかりのお茶室物語」》
第一部

大條家家紋

抱きおもだか



大條１５世道直が拝領した茶室
坂元三の丸

山元町坂元に残された数少ない文化財の一つに、
三の丸の茶室がある。

これは伊達政宗が豊臣秀吉から拝領したものと言われ、

その後、大條道直が江戸末期に、
時の仙台藩主、竜山公（斉邦）から
拝領したものである。

しかし今日では関係する記録も少なく、
忘れられつつある。
そこで現在集めうる記録を整理した。



１．政宗は、いつどこで茶室を手に入れたか

岡千仭の仙台志料に面白い話がある。
この物語はここから出発する。
問題の御茶室は政宗の手により

関西から仙台青葉城に移され、２００年を越える歴史を刻む。



岡千仞著
「仙台志料」巻ノ四、十一葉
明治２５年より

豊公設茶寮

伏見城下のエピソード

・豊公とは、豊臣秀吉
・納言公とは、伊達政宗

豊臣秀吉公
茶室を作る

秀吉公が、天守閣下四ケ
所に茶室を作った。
一つは徳川公に、一つは
前田公に、一つは政宗公
に、
そして一つは自分のもの
として、気ままに諸将を
呼び込んでは楽しんでい
た。
ある日早朝、上杉、浅野、
佐竹、加藤の四人が通り
かかった。政宗公は呼び
込んで、寒い朝なので熱
いお茶を出した。加藤氏
はガブリと飲んで口をや
けどした。秀吉公、これ
を聞いて大笑い。



政宗が初めて秀吉に会った時
から、豊臣滅亡まで四半世紀
と、その後の要点

・政宗は、文禄の役以降、
秀吉の信頼厚く、伏見に邸宅
を得る。

・大條宗直も政宗に従い、
朝鮮→伏見に至り、3年住む。



２．茶室は、いつ青葉城に移されたか



政宗が初めて秀吉に会った時
から、豊臣滅亡まで四半世紀
と、その後の要点

・秀吉の死を契機に？

・関ケ原の役の年の暮、政宗
は青葉城の縄張り始めの式

・1601～2年の建築ラッシュ



３．大條道直は、なぜ茶室を拝領したのか



大條道直の働き

東藩史稿
1915年（大正4年）12月9日発行

・伊達本家、正山公の
急死による跡継ぎ問題

・老中 水野忠邦による
将軍庶子の送り込み策
に敢然反対、撤回させる

・登米伊達から竜山公を
迎え、伊達の血を守る



道直の時代
１７９６ ～ １８７７

・跡継ぎ問題解決に功績

・竜山（斉邦）公 藩主に
(1829年・文政12年）

・論功行賞として茶室拝領
（1832年・天保3年）

利休遠忌、東洋画　（天保 １０）

（菊田伊洲）

慶邦公 藩主　（天保 １２）

　

道直 引退　（天保 １４）
是水、環水 と称す
広く交流　回文の仙代庵等とも

1840

1845

道直 若年寄　(文政 ９）

斉義公 急死　（文政 １０）

継嗣問題解決　（文政 １２）　斉邦公 藩主に

天保飢饉　（天保 ７）

道 直 の 時 代 1796　～　1877

西暦

1825

1830

1835

道直 奉行　（天保 ３）　正月、　二月に茶室拝領
（自宅新築、　祝歌）



祝歌 行広母

道直の君 こたみあらたに殿つくり 所せきまできらを飾り給い
ことさら庭のたたずまい 右とかたえの川橋 行きき絶えず
青葉山の眺め 千代経べき松の緑 四つの時あかぬ詠め 言の葉に
書きも尽くさん
今日しも殿つくり 賀しはべるよし 二葉の和歌を詠し送りはべる
三橋は 棟を並べてこの宿に 幾千代住まむ庭の池水
とことはに 流れ絶えせぬ河水の あかぬ眺めに幾代住むらん

・川内の自宅敷地に、茶室移築
自宅も建て直す

・茶室移築の費用は公費



４．茶室を舞台に
－栄光の茶室を手に入れた大條道直は、

これを舞台に活発な文化活動ー



菊田伊州書状

東東洋の三幅対も残る

5歳年上の画家、菊田伊州
との親しい交流



利休遠忌記
－石州清水流 9代清水道慶

1839年（天保10年）、
京都大徳寺での、
千利休250年遠忌法要の記録

・千人もの参加者

・近衛関白も来場



仙代庵の回文

・道直と仙代庵は、
同じ1796年（寛政8年）生まれ

・付合いのチャンスは多かったか
十数枚の回文が残る



５．明治維新後、茶室はどうなったか

－旧幕藩体制崩壊
・大條道直は川内の屋敷に住み、没後も親族が維持
・1888年（明治21年）、川内の土地強制買上げにより、
支倉通りの新居に転居。茶室も移設



翠雨山房夜話(上）伊達宗行著より

支倉通りの茶室前
大正10年11月5日

最後の当主、
大條孫三郎道徳（宗亮）は
一家をあげて坂元に引き上げるも、
支倉通りの茶室を、こよなく愛した



1932年（昭和７年）、茶室は 坂元三の丸へ
ｰ くしくも、道直の茶室拝領から100年の年

宗亮の長男、宗康は、
支倉通りの茶室を、坂元に移設

ｰ坂元三の丸の屋敷の整備、
支倉通りの家屋の全面建て替え
に際して

＊2002年（平成14年）：山元町の町指定文化財



坂元の茶室が移設された年は、道直が茶室を拝領
してからちょうど100年。
それからさらに1世紀になろうとしている。

宗康の死1952年（昭和27年）以後は、住居部分を
切り離されて残されているが、老朽化に加え、
東日本大震災でのダメージも大きく、早急な対応が
必要であり、今後どうあるべきかが課題である。

その再生を祈念する。
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